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事業名

特定非営利活動法人 空き家対策協会 服部 隼和

空き家問題を解決に導く大相談会の実施事業（応援：一般財団法人さいたま住宅検査センター 住まい・まちづくり支援寄附）

事業実施の成果

★様々な専門家が一同に会することができた！
〇あまり例のない相談会が実施できた

★北本市を中心とし、周辺各市町村の協力が得られた！
〇後援 北本市・北本市社会福祉協議会

上尾市、鴻巣市、桶川市、伊奈町

★来場者数は目標まで未達だが・・・
〇当日は悪天候にも関わらず多くのの方が来場

★通常実施する個別相談会よりも
多くの相談があった！

〇総相談件数

約90名

50件
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★ご来場された方には高く評価していただきました

アンケートに回答してくれた３５名のうち２９名が「とても役に立った」と回答
残りの６名も「まあ役に立った」と回答
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今後の活動にどう生かすか？ 発展させるか？

★同様の大相談会＆ミニセミナーを県内の実施

①今回の事業をキッカケとして、各市町村と連携をしていきたい！

例 ： さいたま市、川越市では、市との共催により同様のイベントを実施
※さいたま市では実施費用の半分を市が助成
※川越市では全額市の予算で実施

今回実施した北本市を中心とし周辺市町村と連携する方式であれば、大きな市町村でなくても
同様のイベントを実施できるのではないか？

②今回のイベントを更に発展させる形式を考案

埼玉県が募集している「空き家コーディネーター事業」への提案を検討

③会員の増加による活動の充実を！

課題 マンパワー


